
募集期間は2024年1月17日〜2月14日の約４週間。
応募フォーム：https://forms.gle/zAoFiq7tk4quhyPE9

PRESS RELEASE 2024年1月17日
株式会社People Cloud

　東欧の高度 IT人材向けの移住・就職プログラム「 Hello, Yaponiya（読み：ハロー・ヤポーニヤ、

URL：https://www.helloyaponiya.com/for-japanese-companies）」の運営を手がける株式会社 People 
Cloud（本社：島根県出雲市、代表取締役：牧野  寛、読み：ピープル・クラウド、以下、 People Cloud、
URL：https://www.people-cloud.jp）は、Hello, Yaponiya第3期のパートナー企業の募集を、 2024年1月17日
(水)より開始することを発表いたします。

IT企業経営者に「東欧の高度ITエンジニア」という選択肢を。

Hello, Yaponiya第3期のパートナー企業を募集開始

報道関係者各位

　Hello, Yaponiyaは、東欧などの地域で数学・物理・情報科学などの理数系高等教育を受けており、日本企業で
働きたいという意思をもった高度 IT人材向けの日本移住・就職プログラムです。本プログラムに選抜されたエンジ
ニアは、半年間の日本語のレッスンを受けた後、 2週間の日本招聘プログラムに参加し、日本に滞在しながら企
業訪問や人事面談を行います。これまでの実施を通して、約 500名の東欧の高度 ITエンジニアから応募があり、
約30名をプログラムに選抜し、このうち 5名が日本への移住を果たしています。

　この度、Hello, Yaponiya第3期生の募集に先駆けて、外国人 IT人材の採用または活用に興味がある日本企業
をパートナー企業として募集します。これにより、パートナー企業が求める人材像に合ったエンジニアを集めるこ
とができます。また、パートナー企業はより自社にフィットした候補生のリストを獲得することができます。

https://forms.gle/zAoFiq7tk4quhyPE9
2024年1月17日(水)〜2月14日(水)
https://www.helloyaponiya.com/for-japanese-companies

◼Hello, Yaponiya第3期パートナー企業申請フォーム

申請フォーム：
申請期間　　：
公式サイト　：

https://www.helloyaponiya.com/for-japanese-companies
https://www.people-cloud.jp
https://www.helloyaponiya.com/for-japanese-companies


PRESS RELEASE

パートナー企業の募集、東欧の高度 IT人材の募集
※パートナー日本企業の募集締め切りは、 2024年2月14日(水)を予定していますが、
運営の都合により延長する可能性もございます。

パートナー企業から応募エンジニアに対するフィードバック
第3期採択エンジニアの決定

採択エンジニア向けに日本語のオンラインレッスンを提供開始（〜 2024年10月）
※パートナー企業は、日本語のオンラインレッスンの実施している半年間で、
エンジニアとの面談や、コーディングテスト、テスト開発などを行うことが可能です。

2024年2月：

2024年3月：

2024年4月 ：

◼Hello, Yaponiya第3期進行スケジュール

＜株式会社People Cloudについて＞
SAMI Japan、モンスターラボオムニバス、出雲市など、民間 4社と1つの自治体によって
2023年5月に設立されたジョイントベンチャー。東欧エンジニアの移住・就職プログラム
「Hello, Yaponiya」と、出雲市への企業誘致のハブ施設となるコワーキングスペースの
運営を手がけます。「出雲から、 Izumoへ」をスローガンに掲げ、出雲市内での人や企業
の出会い（=ビジネス縁結び）の場を提供し、出雲を日本の一地方都市から、世界中から
優秀な人材や企業が集まる、魅力溢れる国際都市に導くことを目指します。

＜Hello, Yaponiyaについて＞
Hello, Yaponiyaは、日本企業で働きたいという意思をもった東欧諸国の高度 IT人材を対
象にした移住・就職プログラム。高度 IT人材とは、数学・物理・情報科学などの理数系高
等教育を受け、高度な技術力をもつ ITエンジニアとして活躍する人材を指します。年間複
数回のプログラムを実施しており、半年間のオンライン日本語レッスンや、 2週間の日本
テスト滞在プログラムを提供。プログラム期間中に日本語能力を向上させ、日本企業で
の働き方に対する理解を深めてもらい、東欧の高度 ITエンジニアを日本企業に紹介しま
す。


